	お仏壇屋で大きなおせっかい
　今日はいつもの仏具屋に支払いのために行った時の会話です。受け取りを書いてもらっている間にふと店内を見ますと四十歳前後のご夫婦が一心にお位牌をご覧になっていたのを、いつもの行きつけのお店で気安さも手伝ってかついそのお客さんに声をかけてしまいました。
　｢お位牌をお求めですか｣

｢あ！　はい。でも今すぐに必要ではないのですが、いかほどするものかと思いまして。｣

そうですかという振りをしていますと、今度は今風のモダンなお仏壇の前に行かれました。ここでさっさと帰ればいいものをついつい、いつものおせっかい心が出て又口がパクついてしまいました。

｢今風のお仏壇って良いですよねー、私は好きなんです。いままでの古い形のお仏壇より少しお値段はお高いのですが、この手のお仏壇を作る職人さんがまだまだ、古い形のお仏壇を作る職人さんに比べて人数が少ないらしく、出荷量の違いでどうもお高いようですが、もう何年か経ちますとそれなりのお値段に下がるようですよ。でも同じお買い求めになるのでしたら少々お高くてもこのようなのをお買いになられた方がいいでしょうね。｣

お前はここの店員か！と思いながらも

｢言うてもスマートに出来て、あまりキンキラしてないし、どのようなお部屋でお祀りになってもおかしくないです。いままでのお仏壇を洋間に置くと少し違和感がありますしね。｣

さあこうなるともう止まりませんよ、一人で店番をしていた女性店員も｢ウンウン｣と聞いてくれております。

｢私は檀信徒に、家庭を持つと何を買うにしても第一番目は自分たちのお仏壇を買いなさいと言います。子供が出来てその躾けとして買い物の時に子供の食べ物や身につけるもの全てその場で子供に渡すのではなく、家に帰ってお仏壇の赤ちゃんに先ず差し上げてから食べたり身につけたり遊んだりしようねと言わせています。お仏壇の赤ちゃんはあなたのようになんでも買ってもらえないしお仏壇の赤ちゃんに上げてもじっと見ているだけで満足してくれるので無くならないからいいでしょう。とも｣

｢このお仏壇でしたらお椅子に座ってお勤めができるから楽だし、今の人はお仏壇の前では正座をしなければ成らないので実際にお仏壇が有ってもお経などを唱える気になかなかならないでしょう。立ったままで手を合わされても決して失礼になりません。先ず親が手を合わせるところを子供に見せてこそ子供も手を合わせるように
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	なるのです。親が子供を躾けるのに子供の見ている前で何でも実際に嫌がらず楽しみながらし続けるのがシツケなのですよ。陰徳を積むという良い行いとされるものでも考えようでよく思ってもらえないときもあります。野球選手なんかコーチの前で練習しているところを見せないと誰も見ていないところで練習してもレギュラーにしてもらえません。子供の見ている前でお仏壇に向かって一生懸命手を合わせてお題目を唱えてみてください。子供は知らない間に手を合わせるようになりますから。但し少しでも毎日続けてください。それにはお仏壇を置く部屋も昔はダメだといわれていてもみんなが集まりお食事をするリビングにするべきです。仏間だとか両親の部屋にするとわざわざ手を合わせに行かなければならないのでそれこそナンセンスではありませんか。そのためには古い方よりもモダンなこのお仏壇が最適でしょうね。｣
　｢お供え物も、朝起きたら直ぐお水をお供えするのが最低のお勤め。次に仏飯器って無くてもいいのです。炊き立てのご飯を一番に一口ほどお皿に乗っけてお供えをし、パン食のときでもトーストしたての切れ端一口ほどお供えして、十分もすれば下げればいいのです。下げたものは頂いてください。お供え物をしても時間がたって食べられなくなったものを無理に食べたり捨てたりするよりも良いからです。お花をお供えするのもたくさんでなくても一輪のつぼみの花を買い物ついでに買って、お仏壇の花瓶に差して一応枯れてからお捨てください。生き物は美しく成長をしていずれ枯れてしまうということを教えているからで、だからお花を私たちの方に向けるのです。仏さまのお供えは大事なものを自分の身を削ってでもお供えするということから、人間にとって水の次に大事なものは火です。ローソクは自分の身を焼いて、わが身を犠牲にして、光を出すのでローソクの火をお供えします。インドでは古来より香を焚いてその場所を清潔にするという習慣があります。お線香の煙は仏さまの食べ物になりますがその場所を清潔にもしますから、お線香を三本立てて一本はその場の人間を二本目はお仏壇を清めるためで残りの一本は仏さまのお食事です。｣

｢お仏壇をお買い求めになってもあなた方ご夫婦だけが手を合わせあなた方が亡くなれば後の子や孫は知らぬ顔では仏様やご先祖様に叱られます。あ！ここで一番大事なことを言い忘れました。お仏壇とは書いて字のごとく、仏様やあなたのお宅全体をお守りするご守護神様のお館なのです。人が亡くなれば仏様と同じく見えたり聞こえたりせず、神仏と同じ状態になるので仏様の一段下にいっしょにお祀りさせてもらえています。｣　では又。
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